
 

 

航空機部材研究会 講演会のご案内 
 
岐阜県では、航空機部材関連の加工技術やその応用による機械金属産業全体のレベルアップを図るため、

平成 20 年度に航空機部材研究会を設立しました。研究会では、航空機や自動車等の輸送機器の軽量化

と燃費改善に効果の期待される炭素繊維強化複合材料（ＣＦＲＰ）の切削加工や成型加工の実習体験

をベースに、ＣＦＲＰのもつ加工課題や技術情報の提供を行っています。今回は、ＣＦＲＰの技術課

題や研究事例等について最新の動向をご紹介するため下記の講演会を開催します。 

新しい航空機部材であるＣＦＲＰに興味をお持ちの方々には、是非参加いただきたいと存じます。  

 

記 

 

期 日：平成２１年６月１日（月） １３：３０ ～ １６：４０ 

場 所：テクノプラザ ４Ｆ プラザホール（〒509-0109 各務原市テクノプラザ 1-1） 

       

内  容：主催者挨拶 岐阜県知事 古田 肇 

 

来賓挨拶  中部経済産業局 産業部長 阿部 聡 氏  

 

基調講演：『 我が国の航空機産業の政策について 』（仮題） 

      講 師：経済産業省 製造産業局 航空機武器宇宙産業課 課長 広瀬 直 氏 

 

技術講演：『 航空機用 CFRP の現状と課題 』 

      講 師：東レ（株） 複合材料研究所 所長 北野 彰彦 氏 

       内 容：炭素繊維強化複合材料（CFRP)は、軽量かつ高性能な構造材料であるため、航空機への適用

が拡大しています。民間航空機への CFRP 適用の歴史を辿るとともに、今後 CFRP に求め

られる研究開発課題について概説します。 

 

     技術講演：『 熱可塑性樹脂複合材料の機械工業分野への適用 』 

      講 師：東京大学大学院 工学系研究科 教授 高橋 淳 氏 

       内 容：脱石油、地球温暖化対策の観点から、樹脂系複合材料による輸送機器の軽量化ブームが再燃

しています。本講演では、まず輸送機器軽量化の方向性や期待される効果を説明し、量産性、

耐衝撃性、３Ｒ性が注目されている熱可塑性樹脂複合材料の最近の動向を概説します。 

 

研究会活動報告  岐阜県機械材料研究所 所長 石榑 芳直 

 

主  催：岐阜県、（財）岐阜県研究開発財団 

後  援：中部経済産業局、愛知県、名古屋市、岐阜県機械金属協会 （予定） 

 

お申込み方法：裏面「参加申込書」にご記入のうえ、ＦＡＸまたはメールにて 5/22 までにお申し込みください。 

定員 150 名になり次第、申込を終了させて頂きます。定員に達した場合は、下記ホームページにてお知らせします。 

お問合せ､お申込先：岐阜県研究開発財団 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進課  TEL:058-379-2212  FAX:058-379-2215 E-mail:cluster@gikenzai.or.jp 

URL: http://www.gikenzai.or.jp/airplane/top/ 

参参加加費費無無料料  



送付先  FAX：０５８-３７９－２２１５ 又は E-mail：cluster@gikenzai.or.jp  

 

平成２１年度 航空機部材研究会 講演会 参加申込書 

 （  月  日送付） 

会社名等  

住 所  

所 属  

ＴＥＬ  FAX  

役 職  氏 名  

役 職  氏 名  

役 職  氏 名  

※個人情報の取扱について：ここにご記入頂いた情報は、今後当財団が主催・共催する講演会、発表会等の案内の

送付先として使用することがあります。 

 

＜会場へのアクセス＞ 
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